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北
方
領
土
問
題
に
係
る
中
国
国
内
の
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
二
日
の
読
売
新
聞
夕
刊
二
面
に
、
「
『
民
主
は
政
権
失
う
』
北
方
領
土
問
題
で
中
国
Ｔ
Ｖ
」
と
の
見
出
し
で

「
中
国
中
央
テ
レ
ビ
は
一
日
夜
、
報
道
番
組
『
東
方
時
空
』
で
、
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
北
方
領
土
の
国
後
島

を
訪
問
し
た
こ
と
に
関
す
る
特
集
を
放
映
し
、
『
（
日
本
の
）
民
主
党
は
政
権
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
』
と
す
る
同
テ
レ
ビ
の

馬
暁
霖
特
約
評
論
員
の
論
評
を
伝
え
た
。
馬
氏
は
『
菅
政
権
が
外
交
の
素
人
で
あ
る
こ
と
が
さ
ら
に
証
明
さ
れ
た
。
こ
の
一
年

余
り
、
民
主
党
政
権
は
普
天
間
基
地
の
た
め
米
国
と
の
関
係
が
行
き
詰
ま
り
、
領
土
問
題
を
め
ぐ
り
ア
ジ
ア
の
隣
国
と
の
関
係

が
混
乱
し
た
』
と
批
判
。
ま
た
、
『
米
国
を
怒
ら
せ
、
ア
ジ
ア
の
国
と
の
関
係
が
行
き
詰
ま
っ
た
後
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
の
余

地
が
失
わ
れ
た
場
合
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
孤
立
し
、
民
主
党
が
早
め
に
政
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
』
な
ど
と
指
摘
し
た
。
中

国
外
務
省
は
二
日
午
前
現
在
、
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
な
い
。
」
と
の
記
事
（
以
下
、
「
読
売
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
読
売
記
事
」
を
政
府
、
特
に
外
務
省
は
承
知
し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

「
読
売
記
事
」
に
は
、
本
年
十
一
月
一
日
夜
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
の
「
東
方
時
空
」
に
お
い
て
、
あ
る
評
論
家
が
「
民
主

党
は
政
権
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
旨
の
発
言
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
に
関
す
る
政
府
、
特
に
外
務
省
の
見
解

一



如
何
。

三

「
読
売
記
事
」
に
あ
る
番
組
報
道
を
、
在
中
国
日
本
国
大
使
館
（
以
下
、
「
大
使
館
」
と
い
う
。
）
は
い
つ
知
っ
た
か
。

四

「
読
売
記
事
」
に
あ
る
番
組
報
道
に
関
し
て
報
告
す
る
公
電
が
、
「
大
使
館
」
よ
り
外
務
本
省
に
届
け
ら
れ
た
日
、
時
、

分
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

中
国
中
央
テ
レ
ビ
は
、
事
実
上
中
国
政
府
の
意
向
を
受
け
た
報
道
局
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
我
が
国
の
政
権
が
交
代
す
る
、

し
な
い
の
話
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
と
り
大
変
失
礼
な
こ
と
で
あ
る
。
政
府
、
特
に
外
務
省
、
ま
た
は
「
大
使

館
」
と
し
て
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
並
び
に
中
国
政
府
に
対
し
て
厳
重
な
抗
議
を
し
て
い
る
か
。

六

五
で
、
し
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


